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初等教育終了時に初等教育証書（PCE：Primary CertificateofEducation），下級中等学校の  
おわりに受けるブルネイ・ジュニ ア教育証書（BJCE：BruneiJuniorCertificateofEducation），  
上級中等学校のおわりのGCEOレベル（GeneralCertificateofEducation’0’1evel）試験，高等  
中学の終了時に受ける大学入学資格を兼ねたGCEAレベル（GeneralCertificate ofEducation  
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’A’1evel）試験がそれぞれの段階の間に設けられている2。これらをまとめると下図のようにな  
る。  
図2 ブルネイ教育制度体系図  
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で行うハイブリッド型小学校である4。   
中等教育についても，言語的複合社会を反映して，次のようなタイプの学校が1980年代まで  
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併存していた。   
① 文系のためのマレー語公立学校   
② 宗教とアラビア語を専攻するマレー・アラビア・英語媒体の公立アラビア語学校   
③ 理系のための英語媒体の公立学校   
④ 英語媒体の私立学校（上級中学レベルまで）   





格基準としてケンブリッジ教育証書（Cambridge Certificate of Education）を用いている。  
授業用語だけでなく，学校のカリキュラムもマレー語学校とは異なっている。マレー語学校は  
国内の中間層の養成とマレーシアの大学でのマレー語と文学の学習を続ける生徒のために設立  
されたが，大部分の生徒ほ第9学年（中学終了）で学校を離れていった。   
ブルネイの近代的教育制度の確立は1950年代に入ってからである。1951年に文部省が設立さ  
れ，1952年に最初の公立英語媒体中等学校を設立，1956年からは教員養成センター（Teachers’  








sion of1972）』であった。この報告の骨子は以下の8つの基本勧告にまとめられている7。   
1 我が国の公立小学校と中等学校の主要な授業用語を可能な限り早くマレー語にする。   
2 我が国の小学校と中等学校で用いられる英語の水準を向上させる。   
3 憲法の定めに基づき宗教（イスラーム）教育により力点を置く。   
4 すべてのブルネイの児童に9年間（小学校6年間，下級中学3年間）の継続教育を提供  
する。   
5 共通内容シラバスの提供によって，すべての学校の教育水準が平準化することを保証す  
る。   
6 すべての老がその能力と必要に応じて中等教育にアクセスできるようにする。   
7 すべてのブルネイの子供が国家の須要を満たし，国家の発展に役立つ人材となるようあ  
らゆる可能な機会を提供し，国家のすべての需要がブルネイ人自身によって満たされる  
ようにする。   
8 上記の手段を用いて，ブルネイへの忠誠心を育むナショナル・アイデンティティを促進し，  
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況にあわせて修正しながら実施する。   
2 ブルネイ・ダルサラー ム教育システムとして知られる，異なる言語媒体を含まない単一の  
教育システムを建設する。   
3 ブルネイ・ダルサラーム教育システムによって， 「マレー型イスラーム王権（MIB：後述）」  
というアイデソティティを最高位にもつ社会と国家を作り上げる。   
4 異なる授業言語を持たない，ただひとつの教育システムを通じて国民の団結心を植え付  
ける。   




















育言語が英語に統合された形になってしまった。   
ブルネイはこれらの東南アジアのどの国とも異なる言語教育政策を選択した。すなわち，国  
語であるマレー語の地位と重要性を維持しながら，英語の経済的効用と国際性を考慮して，ひ  
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えられる。   
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表1ブルネイの教育統計（1996年）（出典は註10参照）  
小学校（PS～P6）  中等学校（Fl～F6）    中等後  
公立  私立  小計  公立   教育   
児童・生徒数   32，296  22，876  55，172  22，773  3，258  26，031  1，992  
クラス数   1，557  835  2，392  850   10   952   
教員数 ブルネイ人  1，312  497  1，809  1，300   224   
外国   1，231   501  1，732  686   154 840   181   93   
児童・生徒／教員比率′  12．7  22．9  15．6  11．5  17．0  12．0   4．5   5．2   











なったからである11。   
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摂を拒否したが，ブルネイの華語学校はこの寛容な新バイ リンガル政策を受け入れた。ブルネ  
イは基本的にマレー語の国であり，国語であるマレー語を授業用語のひとつとして選択するこ  
とほ当然である。英語の選択はその地域やグローバルな国際共通語としての役割を考慮した現  














きた問題である。1990年の政府の文書によれば17，   
「ブルネイ国家教育政策の完全な実施にむけての1ステップとして，適切な教員の十分な供  
給のために次のような方策が必要であると考えられる。  
1）マレー語で教えられることになる科目を担当する教員の質を向上するコースを設置する。   
2）英語で教えられることになる科目を担当する教員の質を向上するコースを設置する。   
3）就学前教育のコースを設置する。   
4）1972年教育委員会報告における非政府系学校に関する項目，第2－7（c）および4－8項  
にしたがって，教育局より供給される教員は，この報告の勧告を実現するために段階的  
にマレー語で教えられることになる科目を引き継くやように奨励される。   
5）海外からのバイリンガル教員の雇用を増加させる。   
6）バイリンガルの非常勤教員（日雇い）の雇用を増加させる。   
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表2 ブルネイの小・中学校における科目の授業言語  
英語媒体科目   マレー語媒体科目   
下級小学   マレー語 算数 公民 総合科目   
（就前 Pl－3年）  
英語（語学）  
イスラーム宗教知識 体育 芸術・工芸   
上級小学   英語 算数 歴史 理科  マレー語 イスラーム宗教知識 体育   
地理   （P4－6年）  芸術・工芸 公民   
下級中学   英語 数学 理科 地理  マレー語 イスラーム宗教知識   
（Fl－3）   歴史 選択科目＊   
上級中学（F4－5）  英語  数学 専門科目＊＊  マレー語 選択科目  
＊農業，商業，木工 金属加工が英語，芸術・工芸がマレー語，音楽が両言語，第3言語はその言語   
による。＊＊専攻によって異なるが，提供料目数の9割は英語。GaryM．Jones，1996，OP．Cit．，P．  
127；KementerianPelajarandanKesihatan，1985，SistemPendidihanNegaraBruneiDaruss－   
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3 価値教育「マレー型イスラーム王権（MIB）」科目  
学校教育における言語政策での「英語」への寛容でやや依存的な姿勢と対照的に，道徳，伝  
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地位が正式に保証され（3条1項），そして宗教と国権の最高位に国王をいだくことがうたわれ  












であるとされる31。   
ブルネイ大学には1990年ブルネイ研究アカデミー（APB＝AkademiPengajianBrunei／Aca－  
demyofBruneiStudies）が，第6番目の学部として開設された。この学部の第一の研究目的  









をその目的としている。   
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育ワークショップ」が開催され，ブルネイ大学ブルネイ研究アカデミー ，ハッサナル・ポルキ  
ア教育学院，文部省カリキュラム開発局，同視学局（JabatanKenaziranSekolah－Sekolah）な  
















（A）『MIB 下級中等学校1年（MelayuIslam Beraja MenengahI）』  
第1章 社会（22頁）   
第1節 個人の家族に対する役割と責任（敬意思いやり）   
第2節 地域，地区，村落に対する個人の役割，責任，貢献，奉仕（思いやり 共同作業協  
力）  
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第3節 村落共同体，組合組織における関与，活動，および利益（村落共同体 組合組織）   
第4節 望ましくない活動（薬物飲酒喫煙横榔ガム［習慣性噛み煙草］社会問題）  
第2章 文化（25頁）   
第5節 家内および社交場での家族，親類，友人への礼儀作法（衣服話法応対食事）   
第6節 ブルネイ郷土芸術への知識と理解（遊戯歌謡舞踊）  
第3章 国家（18頁）   
第7節 規則と順守（交通規則モスクと礼拝所公共施設公共機関役所近隣環境）  
第4章 宗教（18頁）   
第8節 完結した生活様式としてのイスラーム（イスラーム原理信仰原理）   
第9節 信仰（奨励される善い行い）（挨拶祈り 喜捨援助冠婿葬祭慈愛）  
（B）『MIB 下級中等学校3年（MelayuIslam Beraja MenengahⅢ）』   
第1章（57頁）皇族への呼称 国王と国民の友好関係 国防   
第2章（36頁）王家の貴器（Alat－alat Kebesaran Diraja）建築   
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「ラック・タイ（タイ原理）」の教育に類似点が見られる認。カリキュラムの面でも，主流派宗教  
の教育と宗教的要素を含んだ道徳教育の双方を必修としている点で共通性がある。  
表3 東南アジ7諸国の宗教・道徳・公民科目の導入パターン  
宗 教 教 育  
道徳公民教育  
主流派宗教   少数派宗教   
ブルネイ（中等）   ◎  ◎（MIB）   
シ′ソガポール  ◎（道徳）   
マレーシア  ○  ○（道徳）   
インドネシア   ○  ○（4宗派＊）               ◎（パンチャシラ）   
タイ   ◎（生活経験）  ◎（道徳）   
（◎必修／○選択必修）＊カトリック，プロテスタソト，ヒンズー教，仏教  
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